
2年次会 竹内義晴奥村準子撃す崎加奈子熊倉1~費

北原立朗後藤巻子安達昌宏小選真尚

学習指導要領の改言了に伴い、本校は日23年度からカリキュラムを大きく変更し「総合的な学習の時11引も

H23年度から 2年次で2単位とした。 2年次(2単位)での 2年自の取り組みを本稿では、「ア。ロジェクト

ワークJrオーストラリア校外学習J事前j事後指導の考察および 1年間の授業の取り組みの概要を述べる。

キーワード:総合的な学習の時間 キャリア教育、プロジェクトワー夕、海外校外学習、!志向的活動

O.はじめに

( 1 )新教育課程への移行期にあたり

オ寸交で、は柔Iy:学習指導要領の告示を受け、明支23i~三度

入学生から教育課程の改訂をおこなし¥「総合的な学習の

時間Jについては、土i曜日集中型で2単位の授業時間を

確保した。これまでは各学年1単位でおこなっていたが、

1年次に「キャリアデザイン (2単位)Jが新たに開設さ

れ、 3年次の「卒業研ヲ'i:Jは従来の2当三位から 1単位j:首

えて3単位となり、その間を繋ぐ時間として位置づけら

れた。教青果程移行期の平成24年度は、次年度からの

弱点洋習指導要領の施行を意識した授業展開を計画した。

平成21年3月に告示された奈局主習指導要領(高等学

校)における「総合的な学習の時間Jの呂標は以下のと

おりである。

。寺島グ約'ぷ会L合助法学三子や探求?妙手?寺三27を必Lで、 8ら

課題左足併大 8ら字以 8ら孝之、主術?タjご矧ifJf0、

J り口とぐ点婚を域読売す4ラ資質や辰吉Jウを献~1--3ととるに、

学ひ:方やるのの続方ぎ子新ごがずス尻題材紙やめ開

厚手jご主術枚成径約、 Ifj，后7/1タjこ殺り溜白髭度を戸?で、 H

Eの在IJ;ケ三笠cf;ケを考:乏 3ごとがでcf~ラ。t3;，ごす-30

現行の学習指導要領から追加された項自として「協同

的に取り組む動支を育てるjことが挙げられる。これは、

明或231:[三1月の中教審答申「今後の朝交におけるキャ

リア教育・職業教育の在り方についてJにおいても、「若

者の成長・発達を巡っては、身体的には成熟傾向がある

にもかかわらず精神的・社会的自立が送れる傾向があるJ

ことが十旨橋され、その背景として「幼少期から様々な体

!鉄の機会や呉年齢者との交流が乏しくなったこと、設か

で、j戎熱した社会にあって人々の{ifliiii明1や性き方が多4新ヒ

したことなどが考えられ、そのことが、 J子どもの発達談

j越の達成を困難にしている」ことを挙げている。つまり、

意図的な「協同Jすなわち複数の人，:!，¥'Jが役割分犯をおこ

ないながら一つの到達 I~l擦にむけて作業したり学び合う

ことを活動に取り入れることで、中教答;答1l'lo)i何千liする

子どものあま制部悼決の -D)]となると考えられる。

(2)今年度の学習活動のねらし¥

こうした背景をふまえ、今年度の「総合的な学習の時

間Jでは、!f，!Hこ1学j4Jjの「ブ。ロジェクトワークjにおい

て「諮j劉:荷成員相互の協同的活動J~こ重点を置いた探求

活動の展開を計画した。また、 2学期の活動で、は、オー

ストラリアへの校外学習に向けた国際週明引こI~号する講義、

各クラス6名の校外学習委員(総合的な学習の時間も兼

任する)の企画による委員会活動を中心に展開した。木

校はC1 S (li!際教育拍手隼委員会) とし¥う校iブ守主主i織が中

心となって詳彰ヰの高校生との交流を積極的におこなって

し¥る。 2年次校タト学習においてもオーストラリア・アサ

ートン高校との学校交流を計画し、校外学習委員を中心

とした交流会の企画準備をおこなし1ながら問麟紙台訪

の育成と自己の在り方生き方を考えさせる亨持長とした。

さらに、これらの学習活動全体をとおして、尚三年度の「キ

ャリアデすごインjの自己制面活動(第 15lill総合判ヰ研

究大会資料集 p.30 参!~めから諜題となっている「ソーシ

ヤノレ・スキノレjの「質疑応答のマナーを身に付けるJこ

とにも重点を置き、学年全体の諮義を計画した。

3学期の学習については、本i交の体系的なキャリア教
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育の「つながりJを意識させる上で、も重要な時期で、ある。

具体的には「卒業研究jの準備に入るわけであるが、前

述の中教審答申においても r2. キャリア教育・職業教
育の基本的方向性jのなかで、キャリア教育の意義・効

果の3点目に「学校生活と社会生活や職業生活を結び、

関連づけ、将来の夢と学業を結び付けることにより、生

徒・学生等の学習意欲を喚起することの大切さが確認で

きるJとある。キャリア教育の実践において生涯学習の

視点に立ったキャリア支援形成が重要であることは朝交

教育現場において認識が関室してきたが、高等制交の3

年間は、 J二級J判交へ進学する生徒にとっても大きな分岐

点にあたる。

1 年次の「産業社会と人11~lJ で11寺開害出器穴をおこない、

ライフプランを考え発表し、「キャリアデザインjの授業

で「総合さ学科での学び方の基礎、学習翠慎付けJをおこ

なった生徒たちは、 2年次に入って各専131J科目群の学習

をおこないながら、「総合的な学習の11寺I~~JJ において「学

びのスキノレJrソーシヤノレ・スキノレJiマネジメント・ス
キノレJを深化させ、異文化廷問卒を通して自らの在り方を

考え、「卒業研究Jによって総合学科における「学びJの

集大成を修めて卒業してしく O 学びの連続性と、「将来の

夢と学業を結びつけるj ことによる学習意欲喚起を生徒

に意識させることが、 2年次「総合的な学習の時間Jの

まとめ、あるいは3年次同弓長研究jのつなぎとして重

要で、あるO

以上の背景をふまえ、以下に今年度12月末までの実

践を報告する。 活動の詳~:Imこついては授業公開における

生徒の発表をご覧し¥ただきたい。

1. 目標・ねらし1

( 1 )オ司交での学びを深めるための「学び、のスキノレJを

身につける。

(2)場面に応じた行動を取る「ソーシャル・スキルj

を身につけるO

(3) I~I 己の生活をコントローノレで、きる能力(マネジメ

ント・スキノレ)を身につけるO

(4 )さまざまな活動によって「自分は{可者なのかJを

考え、卒業後の進路を考える契j機とする。(1学期)

(5)校外学習へ出発する前に、自国の文化と呉文化を

;自立科する。 (2:+J出)

(6) 1年次の「産相二・キャリアデサごイン (PUPA)Jと

31~三次「卒業101ヲむをつなぐ科目として、学びの
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テーマを意識する。 (3学期)

2.開講形態

( 1 )実施日・菊j短時間:各月偶数週の土曜日、

8 : 40~11 : 20 (10分間の休憩を挟む)

1限08:40-9: 30 (休み時間5分)

2眼09:35-10:25(休み時間5分)

3限10: 30 -11 : 20 

(2)担当者 :8名 (2年次担任回)

1判明:各担当者が 1学期を通してひとつの講座を

当する。生徒は学期のはじめに希望調査によ

って講座の所属を決める。

2学期:学年またはクラスごとの授業を展開予J怠

3学期 :M半は担任団で学年またはクラスごとの授業
展開、後半は次年度卒お明:究担当者の協力を依

頼して

各科目群ごとの授業展開を予定。

3.僚始までの流れ (1学期)

》 担当者は事前に授業計画を提出(A4用紙]枚、

所定の様封。

〉 第1I~までに(1年次オリエンテーションの持

間を利用): 

① 授業計画配布・希望調査(1年次生は授

業計画を見て希望する誌座を選ぶ)

② 調整後、参加:1講座の発表

4.授業の流れ (1学期)

:次のステッフ。を必ず盛り込む。

※アイスブレイク:グノレーフ。内で、のラポーノレ(親密な

信頼関係)を形成し、あとの活動を楽しく親密な雰

囲気で進められるよ引こする。

( 1) i学習活動の計画・記録Jの記入、チェックの時間

(各授業1=1の]時限目)を確保し、生徒と授業担

当者の面談または言出来のI~覧をおこなって、言首謀

状況のチェックや生徒の生活状況を確認・適宜指

導する。

(2) i話し合うJ

]一学期のゴーノレとして8月の免許更新講習におけ

る成果発表活動を予定しており、その発表(予さ信)

方法について、各講座ごとにディスカッションによ

って決定する。特に「チームワーク(協働)Jによ

って成果をまとめることを意識させる。



(3) i知る (百奇べる)J 

講義・文献調査・ビデオ視聴等を通して、テーマに

ついての知識・理解を深める。

(4) i考える(整理する・まとめる)J

ディスカッション・アンケート調査・インタビュー

活動などを通して、テーマについてより深く考察す

る。

(5) i発表する(伝える・ヲ出言する)J 

考察したことについて(レポートを作成するととも

に)、クツレーフ。内で、成果一発表を準備するO

(6) i批評する (s平{面する)J 

自己評{面や相互slf面活動を通して、パフォーマンス

や作品を客観的に評価したり他者との論戦を通し

て完成度を高めたり今後の方向性を考える契機と

する。

5.評価と基準

( 1 )評価

(5段階の仮評価、通知表・指導要録には文章化

して間封一る)

(ア)出席:1学期につき 21EO(61]寺1)艮分)を越える

欠席で評価 iOJとする。

(イ)活動吉己録:毎回の活動を吉E録したもの。全体の

10%。

(ウ)万長果物:活動を通して考察した内容を(レポー

トに)まとめたもの。 30%

(エ)発表:発表のパブオ』一悶e伊苧

(オ対)I出j土封=U席席高京-態度:i受業に参力加日しようとする意齢毛大'1出出品却j席需

状況。全体の約100/0。

(カ) r学習活動の言十画.151国家jの記入:記入・提出
状況。全体の 20%。記録方法については、 !ご

記のとおり。

① 1年次PUPAのファイルを指針涜{吏j有する

か、オリジナノレの手帳等を用意しでもよ

② 記載する項目は、 Ai起床・就寝時間、

B i活動の計画(予定，ToDo List) J 、C

「学んだこと」の3点。

③ 年度初め (5月 12日)に配布する資料は、

「年間計画Ji科目の目標・評価規準J

(2)評価規準

¥¥  
(ア)学ひ、のスキノレ (イ)ソーシヤノレ・ス

キノレ

① -文献を探す(図 -人の誌を開くとき

「矢口る」 書館の利用など) の適切な態度を取

. ~$)議を i笥く る

-矢口った内容をま -不明な点について

とめて言CA設す一る 質問する

② -部査のしかたを .1創設ーのしかた、 j識

「考えるJ 身につける 員室でのマナーな

-問題解決の方法 どを身につける

を提案寸一る -ディスカッション

-他者と意見を交 への参加のしかた

換する を身につける

-他者の意見と!ヨ

分の意見を区別す

る

③ -レポートのまと -適切な{*j批・文体

「発表す め方を身につける でレポートをく

るJ -効果的な発表の -発衣11寺のマナーを

しかたを身につけ 身につけ-る

る
ー回目押四ーーーー回世田岬骨 F昌国司回同 田昌骨---骨--幽』圃晶画--骨骨ーーーーー
-他者の発表を評 -罰司自iを受け止める

価する !畿支を持つ

-他者の発表に対 -質与えヲ芯答のマナー

し質問する を身につける

(ウ)マネジメント・スキル

. i学習活動の言酵素J(記入・ふりかえり)を通じて、

自分の学習活動の計画を立て、やるべきことに取り組

んでいるかを{許認する付業を悩涜的に行い、自律的に

学習活動を行う能力を高める。

6.授業計画の留意点

( 1 )土Il窪田に登校するだけの価値のある「感動体験J

を与えられる授業を提供することが望ましい。

(2)少人数で、の展開し、クラスをj也えたグノレーフ守均支

により学びの楽しさを伝えられることが望まし

い。 (1明朝)

(3)実習や演習などを盛り込み、できるだけ生徒の主

体性を促すす受業展開が望ましい。

(4)土曜日、午後の予定がないなどの条件を活かし、

ネ汐トでの学習を含めることも考慮したい。

(5) i前にできなかったことができるようになったこ
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ム
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とJf以前よりよくなったことj を見つけ言平価す

ることで、自己肯定感の向上を支援したい。

7.年間計画

f 品ふA

授業日 概要
期

4月11日 ガイダンス(ねらい・概要づ軒高に

(水) ついて)

5月12日 講座発表、各i荷主のアイスプレイ
2 
(土) ク

5)ヲ26!ヨ 授業①(詳細は後掲「各講座の実
3 
(ゴオ 践報告j参照)

6月91ヨ
授業②(/J ) 

法つ手一
4 
(ゴj

Wi 6月231ヨ
授業③(// ) 5 

(ゴ二)

7)ヲ131ヨ 進路ガイダンス後、成男坊さ表準備
6 

(授業④)(金)

8)ヲ31ヨ
成果発表料市(リハーサノレ)7 

(金)

8月4日 教員免許状更新講習会()~悶与量
8 
(土) 表)

9月81=1 
ベネッセ・スタデ、ィサポート1 

(ゴj

9月151ヨ
z;ζ菊'iJf究グループ.o)51J発表会見学2 

(.=1斗

10 月61ヨ
講演①やりたい仕事に就くために

2 3 高校生のうち~こしておきたしなつのこ

学
(こり
と

JtlJj 1O)~ 27 1=1 
講演②オーストラリア文化講演4 

(二1:)

11月101=1 校外学習委員(学習係)による事
5 

官官学習、しおり竹可求(.=1:) 

11 月171=1 校外学習交流会準備・しおり読み
6 
(こ1:) 合わせ

12 )ヲ 11=1 初ト学習交流会準備(リハーサ
1 
(.=1:) ノレ)

3 
i 月121=1 

「卒業1iJ汚EJ事前指導①2 

j毛Ij
(土)

1月26日
「卒業1131究J事前指導②3 

(ゴ二)

2月9日
進研様式4 

(土)

2月16日
卒業生と語る会(進路指導部)ひ「

(土)

2月21日
研究大会(j戎果発表)6 

(木)

3月16日
「卒業研究j構想発表会7 

(ゴ二)

この他に、 LHRを利用して進路指導部の協力を受け

ながら「総合的な学習の時間Jの補完的活動をおこなっ

た。

10月18日(木)5限進路指導部主事による講話

11月 1日(木)5 [3長講演③海外旅行のマナーと危

機管理

11月15・22自(木)5限 ヒューマン国際大学機:蒔

よる英会話出前授業

12月13日(木)5・6限 ライセンスアカデミーによ

る「卒業研究ガイダンス(進路相談会)J

12月20日(木)5限校外学習ふりかえり(自己評価)

8.生徒の自己評価と 1学期の実践報告

( 1 )生徒の自己評価

1明拐の活動の成果発表をおこなった8月413は、

教員免許状更新講習の授業公開日であり、保護者を含

め 50 名手~支の来客に対して発表をおこなったO 自己評

価は質問紙調査の形でおこない、 9月上旬に校外学習

委員が集計付業をおこなった。結果はく表1>のとお

りである。

質問項目の1"-'24はく表2>のとおりである。 1年

次の6月におこなった同様の調査から、平均値の変容を

倒産化してみると、 f6.他者と意見を交換できたJf 1 

1.発表内容に対して積極的に質問できたJf 2 0 ・21 

(学習活動の吉酸素に対して)自分なりの工夫ができ、記

録の活用によって生活を豊かにで、きたj という項目につ

いて向上が見られた。一方で、 f3.調査の仕方が身につ

いたJf7. 自分の意見を持つことができたJf 1 O.他

者の発表をよく開けたJについては自己5平価が若守二低下

した。

向上した項自については、五断ずcl3守に指導をおこなった

「学習活動の吉己録jが定着し、自分の学習計画の管理に

ある程度の効果が見られたので、はなし¥かと分析する。ま

た、 2年次になってクラス替えや各専門科目の授業が始
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まり、学習するコミュニティが広がったことも影響し、

他者との意見交換ペコ質駒芯答が1年次よりも向上したこ く表2>

とも考えられるが、腕めな楠の万煤もあったと分析 抑制的制3J'闘でdtJD¥jt:f2J I i(でをなかっt:r1JO4段階自制維持自民。
する。その一方で、自己評価が低下した点については、

1年次の「キャリアデザインjの授業よりも高j変化した

内容、あるいは時間的な熟題、学習意欲の問題などが考

えられ、今後の課題としたし、

2~三次のねらいの 1 つで、あった「協同的に取り組む態

度を育てるJ点lこついては概ね道支できた。

く表1>

!学湖畔翻動1:対抗日

高 tF/!//I/IIII/!f//IIi務仰併殺iJ!J!Ij;J!!//Jf/II!II!/lI//I///J!!!iJ!J!!，初務臼自

線機審議端物仰WI//I/I/h仰仰慨MI/IiJ/lh必批評JI/I/I/，1I//仰例制

謡議室遺~炉例併のf沼r!lJ.伽lkr/，Ø7;，l/l(!Ø7rllf!Þ静f!J.呼w/iM/(!14................... ー................................，

'rlSftlM~ 5語 究官 ~fffll/fliJ/Ii!I/fIJ.I1!I//;71/(，1/1k附腕11/1///I/I/r級協側部活協的1'" ・ 0 ‘

:WMW ~<<WWMI， :V，WMWliWM日:{~ 

軽量l'I/I(，1/1/，ll//I/I//，:妙法骨格1I//I/i!l!If!/lII///lI//I，日目r 

型誠
I(jt1/!1/Ii切1f!f//Ij1l!，日付草場都世話rll

O~よ(でðt:

議 b W/;仰W/I/il(;仰日初WI/， 仰JI，I/I//IIIf;仰仰似W/irJ/I//Jli///////I!r!l(//; 

総額誌側怒りW(，Î!l/rM!t)i!'ltfIMf1iä/!I!lWIr>>/lå，~f!ii>>lW!lr>>Y/i>>Y!rWÆ取腕協活烹祝日品輸両山・l

3選滋事訴'/I/!!i!h拶Ji!jJl//r務微妙W!/I/!I/I////!/(//I//I/i!/I/i!/I/~仰f//I/I/~官

E憲議議議童話1<仰WI///II////I//!l!II/!l/l/fI!!.仰'f/II/IIII/I!I!//'政仰仰飾品似似例部

脱 j脱 4服部%臨 i蹴

!年次i

@*~~ Rの早場
械(a)信(0)

! 文献等、資料t適切に尉t~bì J. l~ J.L~ 

j 講義等で学んど内容肢も~t~G誌で泣か J.LO J.1o 

j調査のfi方時についtか 1L~ lL~ 

4 問題点(課題)~明らかにす0:tがでM~か l1J J.1 J 

えi 問題点、(課題)出解決で 10L L.~~ 

i 他者tIit交換でM~か J.JL 10L 

110分の~~(れ)掛っ:tがでMJì J.JO 14o 

j レポートの内容t監理してまめ幻がでM~bl J.1L 104 

1効果的な発表の仕方時についtか J.O~ L.~l 

w 他者の発支社\~Itt~か 144 1~~ 

11 覧表内容に対して積極的l;質問でM~n\ L.4J L.L4 

II y~シ引いスキルについて

II人の耐〈際の敵f1適切であっ帥 J.JO J .J~ 

5 
lJ必要に応Cて、外部の入l;不明な点について質問で制} L.o4 L.~1 

14憾の仕方弘社会的な??}時についtか 111 100 

l~ 適切な体制体でレルト結Itt~か 11 O 11 L 

10 獄時のマト(戸の大~ð\ 言葉遣い引が適切で此か 11~ 11 O 
ふ

11 他人の袖(~~)~受け入れ0:tn付加} 14L J.41 

011~ 質疑応答nl~ちん同t~nl L.Ô~ L.J~ 
一一

Eマネジメントスキルについて

l~ 学習活動の~G録協同ちん投lftか L.n L.1~ 

l~ 記入f~側、的なりの工夫がでM~か 104 L.n 

tllJ--ト(記録)~活用して的の生活~tかにでM~nì nJ L.OO 

-ー ラーソ e 

!百欄la0活動作品制作について

n 開!分担訪:なって活動でjf:か J.J1 

n 協力材態度的って活動で~t~nì J.Ji 

~4 醐(則的の防協力Lて働\)I~J0作品制作liでttか J.JL 
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(2)実主支報告(各議建内容と成果と課題)

NO.1 子vマ 日本文化のIß}ijJこっ1{マ考える~日本側止と密接f~ .美~~r._

器用教室:2Al1R 1m当教議(教科):竹内義~ã (公民縦)
議産め ãl~: 
弘たちが生きる基盤どしてめ日本功患土的特徴を珪解すると井~~‘日本人の自悲j~と・美意識や論理

~~t生き方などを考察し、日本文化的意誌を知る。

第1盟4~118 -全車ガイダンス(多目的室)
第2@!5 ~128 . r学習活動の記録j振り返り、震語 ・アイスヲレイク・授業の護要説明 ・

『日本的思土と自祭器・論理i~~ (講義)・課題 H~示

第3国j毘68ーf学習;織の記録j掘り返り，曜語 審『日本人部美意識~ (講義)ー課題

l の発表 (20名)とディスカヴショ;ノ課題 2~~示と成分り
動第4@!6~9 日 . r 学習活動功~ciJ 掘り返り、建認 ー課題2:出毎発表準縄(分担決め=

ポスダ守的作成)、発表会的やり方を考える

. r学習活動の記録J振り返り、建認
内第5自6~23 日 課題2: 5~!1の覧表と ifl蔽の記入およ '(Jヂイスカッシヨン

課題3:法果発表会功代表2権時進出と統合した2礎的メンバげを曜定

. r 学習活動司~c設 Jt反り返り‘確認
容第6@!7月13日-課題2明5抱の揚示用最新却の整理

-課題 3: 発表する統合 2~!1のポスヲ悼の作成ー発表会司準時

第7自3月38 . r学習;蹴の記録j振り返り、確認
. 1) )¥イ)H7バレル実習室)発表しない礎的成果物を掲示

第3自3月48 . r 童文化夕、)k.~ ブJ どの告団法果発表会(計 4抱 7バレル実習室)
. r 学習活動の~c設j 掘り返号、曜認

担当者か切メッセ/フ:甘い言禁;:騒きれない人を数逆します

準僻必要なものなど:筆記眠、柔教な思考力、 USB

[本語監の成果J%仔11¥ t':より問題意識の高い生誌が集まり、ディスカヲシヨンW!活発に11うごと
が出来た。自己管理のための日誌も1otg階でi摘をつctるごとにより、書き方なども賞隠してくるな
ど意制?な生経が各(なった。また調べず発動仕方も3つ司課題 ((00人発表用課題・グ)1〆ブhll課
題・統合i"~'Jl;，'"ブ用課題)を通して、進歩してきた。 lmA課題からうI'Jl/イ課題そして発部統合課題
になり、それぞれ発表するというIß n\功を事したといえる。ま t:1n (l)~~霊を問)字にしたために組手
町簡を確認しながら、賢母長寄持るごとを~~重したことが円滑にコミュニケぺノヨンを附合えた理
由司}つだと感じられたの以下(i生誌の子"マ下ある。
20名各3分、抑留人課題発表(;姻文化、華道、量投、神道、おもてなし、昨り1白紙'11、ωtW.，
日本m神々、吉田1l:P~、祭号、江戸詰草、茶道‘木時文止、奈良の建築、患習、;争I~J~.. 石底マスク
めr.tm5f!1各5分刊の、)1/.....ブ課題発表(本当司忠者とは、 5本昔話円ν浦島太郎をOllにして~、 1税
障と死生ñ~" 自本の季語と住居のI'~ り、日本神話に長ける国間) 2 f!l各 7 分でm ヴ)1/'，~ブ統合課題発
表(忠者に学ぶ日本昔話と組II~-諸島太却をØllにし 'C~-) 

{本語産司課題)講義をし、基世知識をつりl年次に学/lji拐ぺ方町村)1/を7ヴプする事を意識して
11ったが.~q器不足のため、課題を削げる事で生誌の多く (1終b')てしまった。覧表主・!J;~)~'}I!'"

ずと司会開だったた持続説法じ t: (I)かよく費盛もしていた。 lmA→ ~JI→{皆目的ザトトの議~'l 前中

1うまく自分の役割と自分(l)M油院合致させるのが課題と?沿うの

NO.2 テ悼マ {荒坂百人一言jそっくろう!

(招致室:2BHR がl宇担都当宮教蕗議(教科):奥村準子(国語)
議即時:r小結人一言j段、競走家 繍からの{城を受りτJゆらめ有力歌人
の名歌を返りB換を詰る色紙(::書いたとどが出来とされる。小右百人ー言司壁掛耀誌をふまえ、 「盟

語読合H:，学んだ{チョコレJト語訳J(長万智f短歌を認すJの学習を占〉まえ rrJ¥意百人ー言jを
五七五七七の誤認で現代語訳する)を発悪させた荒援オリデナ)¥め「百人一言j色設を作法し、量で

f葉坂百人一言jによるかるた取りを楽しむ。

第1@!4~11 S 全露ガイ与ンス(多目的室)
アイスブレイク、~~菜功報要(展開・)\〆Jl/)説明、 f 学習活動の ~ê~~J 躍iz

第2囲j月128、f小童吉人ー言j号法立(::つlfて(講義)、担当分担決め(グJl〆ブ分り)

「学習活動的記設j記入・4ゆえ号(回覧)、夜間護出等護認、 日時(と
第3由j月268とばがき)Jから読み取る歌人たちのメ叶ぺ'I(講義)、 「主張百人吋言J
動 のi叩要議説明・昨製作菜

再上

第4自4月9日2・ク')1/，.ブ(::よる中間報主持参子キスト{参考資料)の確認・井有
内 「学習活動の ~ê~~J記入・4りかえり(由覧)
第5由6m3日グJlノ世ブ内発表会

f学習活動の~c誌 J ~cA' 抑か灼(匝覧)
容第6自7 ，!i13 S 1) )いすJll(ブレゼンチペ/ヨン準時)、色紙持活
第7@!3月38 再上

「荒損百人ー首j 色紙母~票

第8自2月4日 [荒坂百人一首jかるた取り(発表会)

担当者料司メ、リセペ.~:古典を愛するあなた、恋愛について考えてみたいあなたに受講しても

らいたい講密です。お待ちしてます!

準績が必要なもの品、ど:古語辞典と国語慢覧、古典を愛する心をお持ち下さい9

{本語産時点果と課題)

roo語総合j での学習を発車させ‘参考文部を自分で~~し、 ri司書(ことばがき)Jo)'IMrnから ~X的

成立事I~や作者功例i首長を分析し、現代~gmf5tみるという活動をおとな ，.)t': 炉、吉典(::対する苦手

意識の強1{¥生徒tt活動EHmの理解(::問題点市場i.. ) 'Tしまヮ t~o

写真:8，!i48 (教員免許更新講習)の発表

お万1~子。色誌を展示し、参加者に~~票をお

~~いした(右l!1))却のスベ世スで、lt査を~~き\

かるた取りを楽しんだ。宝誌は安代下読み手

と取り手を務める。読み手詰自分が考えた{荒

誕百人ー首J をもとに、本~Xを記えないで調

べた患をi討する。取り子l士、読み手町紹介
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宝誌の昨品(色紙に本~Xと現代語~R.. ~Xの首

長やi悼紹介、 {うストなどを霊呼込んだ)
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ト'Io.3 子供マ 高齢者の介護とリハビリトシゴン

授語教室:福祉実習室 I ~酬請(教科) :脳宣(福祉)
議患功 S1~: 日本のとれまでの高齢者介護的文化を理解{へぬから(り高齢者福誌について併えをì~

めるととも仁、高齢者母介護法制;ずる返り:1);;.ぺl~ ン砕るごとを S~~にします。

第1@!ゆ118鉢ガ{わス(多目的室)

?はず1/"(;; ¥授業的需要(閥，}l/v' )1/)説明、 [学習活動功~ê~~J 露認、

活第2@!j月128介護文{凶講義

f学習制約~ê議 J ~êA 'ふりかえり'護認、造改jチウゴン司実際、返りリ

ま3自j月268十シゴ>的立番
動 {学習活動部 ~ê議 j記入';}，0かえり・曜器、選(1);;'・-:!ゴンをや汀みよう
第4@!6月98 、 im(1) 十ショ >fi'\~I'，)てみよう

f学習活動時 ~ê詰 J ~êA' ふりかえり'閥、最悪覧表に肉りて
問第5国ゅ238

法皇覧表l:~桝て
第6@!7月138
o 1) )いす)1/

議7国1月38

オリ)1)1.舟遊び1)チーショ>H賊したもめを覧表する。
第8@!3月刊

担当者n¥l)m/ッセぺj::h6i\.:~賊!~q.. )仔るりとはもちろA八 1川ピlバ興牲を-持っているひと
、 A郡明きなvと\;~オ .t1) ですo

準{齢、iJ8専な切など:

[本語盛時成果]
返り 1) 十>~:ぷ:t f遊びJt f1)ハピ円ぺノヨンJを融合させたも折、最年寄りが楽しいと

感ιiむと断言B~ 、刊誌果1).i\L'1)トションになっ仔ふそう?るため(ち;ii柁j!11をバヴケ
Jジしたも却である申
闘の1~菜、?介護母 (/'..A:~ っし1鳴いたとき、誌とんど明生法的変、時いなどヰガチ{j'なイ

.j ぺi!iq、:>ていた号しかし、選(J 1) チー>~ >叫~n\li\(りある具体E-ii恥っ?J前向き l:~生ì~!i~っ
7い (ft制ポデチィ?な活動である。本講座ltiそうした介護制ジチ付な~f'おJ1) 十シ~>
E自分たちで考えるごとでlt~~~N:~学習するととを目~')とした。
通(51) 子、イ!~>!自分たちで考えるにあた)て、 今摘E泣間書体臨;に:マttiが尚:鴻為る a目邸が見えなiい九巾{ひjとも参
i損飢i引良札tし、
が内見えない|状i態で;詰1必t伽司叫ようなE臨難が糊あり、 EmJ う掛けが悲喜料支mÃ号話題し、ピmょう tð~Jl，
引Jであh.(:f悲しんでできるか創意工夫して!{1fhまt::.，抑制出なっ常設するとど?別主(¥
~~料支えな(て(:H\~iない部分など問見?るごとができて i冷 o
また官官誌の虫学という学び的.A9..()I/で悦て、員itfi動かしながら縦:1'ったため、台減護司昨削Jイ{
ぺ.-:.tごつ叫.つ〉丸Lい1γ.措fだ:時拘由j理u辞;吋な(て、 im(;~れ 2掛~\;~右下:>たように患う。

[端部課題)

最悪覧表出掘りjÆ何時簡をもっとどが坊主主\.')t~o 1 .. 川3

意間.~R!換i跡が肘千きた悶が、成長続出もうー臨時返りを11t\ 院を踏まえたうえで昨りますととがで
き;就任}と学Un¥;*!')たようにEh 獄、球(:~高齢者向~i'には実~~でき品、かったため、 ~qr8~(:=

(中とりがあれ(1そqような;尚も111(¥ t~n\") 1::。

目立4Iトマ 日本を世界へ売り込む!
{締結:様子、ザイン室 l担当較論(教科):糊奈子(隙)
{日本ちし ðJ!売り l~するととは、グ百，-)\M~した市場において最初端(~なる。しかし、日

本人自身がそ司握力l~気骨\'9'接議会を逃している高品ti~tお\との議底流、マ寸チイング
併誌を商いて続的魅力H!;l~、服装時を立案するごとを過して、 [日本ちしし¥Jとと慌d!
再織すし、それを効果的川以持続学びます9

料品181全体州ンス(沼地)
i学期の活動Kついて(多目的室)、アイスブレイク、際司需要(展開‘Jlノ

ì~ I制 b月128I'.-}l/)説明、 f学部制誌j蹴¥~191日成:川酬も料 r8 i'
ちしdJというウ1)
f学習活動的諮j記入・ふりかえり・閥、川、門、1:と繍制売れる!

動|制15m681"，械に高品川接臨時をたてる~、偶品選択ニ側習(実際:高
品を買いに11~来鶏~~~円以下)
{学習活動的Ae議j記入・ふりかえり・確認、G高品分析ニマヰ子イング骨

肉l則前期日 i手続れて埋も渋「日本らしむを見出す飢餓略的立やごうした
混同!を提案する

「学習活動的記録J~ê九ふりかえり'確認、 9ブレぜン準時ご買う荒にさせ

容|制l同2381~!jげンを考える忠覧表
f進路力、イザンスj誌に競9午後までかかる予定9

連咽17月138

1))¥寸)1/

第7@)18月38

牒発表

，第8@)18月48I 
担当者かちりやjトジ:もめの取を変えてみたい i、ピデネげャン.Ä!~している鳩逆。

準Ifm尚喜なも司令72:高品詩人総(300円以下)ブレゼン(:=必要な女鰐

[本語症司法果]

当たり前と恵、〉ていたとどが、実ltt'"jパJi~l@のあるごと Tあった o 身近な高品を通しで{日本j 町
長さを再発見すると聞にそれを仰に向丹市告でお人になるとどを目13i:内容を組み立てた。
近蜘 100 月:ぽげで商品i~1Rm7 ィ '-"}l/Fワイを11った既設、昔話と(t;gう視点下車問題るご
とで争議な1-.{ヂィ7問れているごとを秘て実感干きたよう怜決。また、成果棋を高制魅
力を争問者(:~1t' .. -)I/l;'"j仁]番買い t~I(\t思.. )t: 高品(;~投票し7 もら 7彰式にしたとごろ、参観者と

mコミュニケペ/ゴンfi0りなが切ブ1/ぜンをしt~r!ln\多数あった争入奇心柏村liU1J!考;浅
~~下きたとどは、昔~atfi;gう発表とif波械果があったと考えるo

[精密部課題)

識の前半にもの的見方をまえ~ワイや、発r:~のW~n\生んだりト高品m軒Il~.肢を 11伎が、
制自まうた見方5・ (J~""9とと (t患った以上に悲しい :~tTあった母娘とい H仏1) ミット仰る
¥:=つれ詰が1.. (チヂ、イ 7 を秘品 f付Jよ:'j\に、:~(はt訪抑持与なな1下三、て)tたi市》炉抗1¥.，屯 音部i詰an料}冷ら意開見を!護5針減捕1語樋E説駒跳i的向7担;に;述ぺる生鵠経が制糊1抱出舷i日ι;にJ(い凶L屯る》かl刊Lい1 
1な与泊汎恥1(いf治、骨bかか1γ守.下f'i作?鵠菜司j進i島み減具賠合;にに;こ大大きな差勤bが悶:浬生まjれ')....代‘てれて
2ぬな7 イヂ {1穴1も)沼却口出;に出す~l翫)!ø妻、肉、〉抗感じる。また、制学習を詰l~ ‘究錦見しfたi良隙5を鴻海弁
;仁;能依え2〉:と技を目時;指iしてiいf冷た問が抗1!時4捕簡恥明i普i路姶合合.最i経3泊総例i的制7試lに:世開野.人fハへ、¥、向郎桝;り:ttたiづブiレ/必/ゼぜ止巴札."ン/とlいいP入，¥"γ4う沼ffi(にご、持.持
l泣:衿今{後i初の;譲f穏題干怜あるふP 
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MLマ I附同格なのかj
{聖書教室:部i実習室・密書室 |担当務員(額約倣巻子(家庭)

議齢目13:
日本人の食事味方l忠実泣{倒的人から賠ttt驚初食事b札れません。5本で当たり誌と患っ
て毎日食べているま事や行事側句会事について、その告腕考えてみたととlまありますか。患いる主

将、i再現割、金ぺ方的搬を改めて恥てみましょう。そして日本カ食事州方凶器部食事と版し
ながら話題め食文化をl!躍しましょう。

第 1 四 14~118I鉢ガイダンス(多目的室)
絡め額要(蹴.)1/c~ )1/)説明

ì~ I新聞15~128 1 講義 f 日本的ご接文化の)\/-~\)(川て j
グ)¥;，...ブ踏活動

第3自15月26日!日本的童文it行動を解明する
動II Iグj川 lm査j言動
初回16月981肢と畑の童文間続出げる

グjいブ丹ディスカッション

内i第5国16月23日l紋it1f動の遣い司理由を調ぺ上げる ポスト付

第6@ll7月138Iグルイhllブレゼンチペノヨン
容

第7面白月38，議長覧表会前日準崎会場作法

ま8@l!8月48!牒発表会

担当者からのメッセザ:

食事lまま;初一コマです。環境(気接、地理的要臣、宗教や授時骨量更など)が異なれば生活=食も
異なるも功です。主におもしろお発見する意話ある方を期待します。

準績が必要なものなど:

できれば、興現有る盟の特散を描いた本(紀1f本・旅行記など)をi南持参して(れると揮しいです

(本講産司法果)

2年決後半に糊学習でトストう1)7f訪れる撮ら(:=どうて(i.，ご(短期島宇泣あるが日本以丹、の

食放に融協議会となるれ何事前学習{ト叱して、オづトうリ?を皮併に丹田Jæ自の生活1~

式を充分に理~~ð~.， 自自以外{万世界的童文止を尊重させるごとを:hらいとした。

そmtこめ、まず授点を州市完t:8 本とし、 5 本の食事が当たり前という先入観を~~てさせる工夫と
して、なぜ{ご接を合てる姉iJrお祝いには赤旗な司かJr筆を教に量¥(りかjなど、日本人の食事
前なりたちを接、うていくととかる齢、そht r.t~~対慢させながら地自明会事へ部理解を深航れるよ

う織した。

;陪WEl書~gでm文献をもとにまどょうHJlñ\的、!とが、調理実習を1f、:>て1î~~し t:Hlもあゾ。ど

の日品、畑町主事場面の→γつを 5 本で的意事(~置き換え、比i~l/cnI告を考えさせたとどで、保
~~をたてながち結論を導き出すとい方法で調査i肢を進めるととがで引:。
また、覧表の詰方も、ポスト、)~ワ悼ポイント、ペ日ザサ'-~ト入居長!など、ず iレ.1ぜ:ン-ノノ子 Hぺ:シjゴンの

手法湖カが:各討H提iで、工央さiれ1て各斜tな訟完充表表践主宗-凶、¥、つAた:(l 発表代表誤lに~(はま fお

本~-'J と{イギ1リjス1料M理!t泣1おな、ぜ不時しい¥nかiJ功制1唯iが桁j選3踏出舵さjれ'l，tた:。

(本語盛時課題]

指導者tJ" 最抵~Rオ日ストう 1)7母食文ít\J しヮ例理解させたいと覇コていた。興聴器心部強さが

;陪研究部モヂベペ/ヨンに悲響すると考え、r.t~~研究fる国を自由に選択させた結果、オ世寸スト号刊リ
7判打lド語Jむむををを.示す判乃
不十分と?なk注トh、¥、、つ〉てしま、つ).Tた:0

f義j純物部起草と話題j

トIo，6 トマ ~日本富雄説話しよう~

{を語教室:撚科学実験室 担当務員(教科):槌安(掠)

議鹿司自13: 日本tJj:作物として、およ伺U余りの~n総裁jおれている。そのうち約半数以上がま

料it1~.. j号制作物であり‘とのよ?な舘な~i~~の作物をもっ5本であるが日本車産(り it1~は誌とん
ど数種類し料、〈、 すfぺて汁r功作1物身;泣t世界勲bか料1喝ち1議i計々咋な経路t::よ3て[信去誹来引札tししノ/ノJ‘℃ 義j埼5詑5杭れ協るよう(仁〈ななAたt 
。ごうした it1~(却しサをたどり世界的化併腕知識を習得する花畑撲である。

第i自4月118銀ガイダンス(閥的室)

授菜句読要(蹴)説明、 f学習活動的記録j確認

活第2国j月128m拘成り立ち(講義)由実習f種まきj
時め農和紙持(講義)

第3国5 ~268 争実習 r~iまき{拘~~察. ~ê~~J r学習活動的~ê~~J 建認
動 日料開げの慨(講義)

車4@l6期日 由実習f葬よげJr学習活動の~ê詰J 確認

争実習f定1@J
再第5@l6月23日 f学習活動の~ê~~J 躍認

発表会t;:附ての準時(ブ1/ぜ>十シゴン準時)、 1~)~~~作品
第5国7月138 f学習活動時 ~ê~~J 確認
笹 発表会t~向Wc時準協(ブレぜ~/←>ヨン準iFm)、 1~i~結 .pp 作成
第7国3月38 f学習iHたり ~ê詰 j 躍認

第8@l3丹4日発表会

19当者からが代、ヅ:
作物や1@1:~(::興時切れ1 お1~ ちしていますe

準{齢i¥!濯なも[りなど:

it業~~また (j: :5ν:人軍手、ヂジ予)lノカメう、筆記用具

[本語産司法果と課題)

本語!AtJr載ja1@持母記濃と記ImJf←マとしているが、本来の hr~)li ¥(j: 4 @l1fわれた実習を生か

し、日本におせる(糊および野菜害司自定設が長い開をかりて、初土地部民土町中下、永年伝草さ

れてきたとと(~っしいf考えるごとである申

と母語産を通して、腕1@~胸部と(f，lm(::つい油供守較iMi~*し、起;w. j~から明記1m経誌を

l!~~し‘ it1~rJ))\/ぺJをたどるととが持L

[本議酌課題)

日本自定種を義揺するごとlれきたが、今誌の活動にどう生かしてい〈的問者切意見受換を話

し合うまで、に至ち討し)t~o 

写真:~月日目(患実習「詰まき J ) 

関東自主加熱高いている1ffi子。

写真:(トウモロコシ締)

r~ り tffic~" ，抱の品種を載jâすると

患や虫たちで伽品種と院騒が支配

したと:ろを調査している操子。
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.専のまわりのとどを調査しよう!

No.'7 1c-マ ~続計的手誌研き寝~

11.語教室:2C国 I ~踏襲議(斜):IJ¥;*真由(数学)
語症の目11:
(j)酬を整理して、わかりやすいグう 7をかき、全誌的時向を~~~~ね方誌を考える。
争目的t~応じて錦町1寺院正しく反映する室料母ll~財誌を考える。

争調査した内容を能者(~上手に信託}坊を取る。

議iOO4A118 金持ガイダンス(各sa9i)

第2自5月128
i判的活動について(矧的室)、7・i.Aj'レイク、 j言葉邸調要(展開審)¥〆
)1/) 説明、 f学習活動め ~c義j 躍:五講義母[統計ヂイ、ヂイ糾うつftJ

第3005月26日
「学習活動時 ~c~~J記入.;~，りかえりー建語、講義母[デイ司整理、ヂイ

{号変ftt関If，J、ヂ.{スカッショ;ベ1)(何色どのように;隠するni考える。)
~h 
第4005月98

f学習活動部 ~ê誌 J ~êÀ ・抑杭りー問、講義母 f:&f1俳i附~~~~J、ヂ

イスカ η シヨン金(調査丹容t;~つい時計・考察するJ

第5005月2::;8
f学習活動明記詰J~c九抑かえり‘閥、講義母 f1~本;陪j、ヂはかj

内 ショj母(調査内部表現方議を考える9ポストを非議するJ
第5自7月138覧表れれ{り作品

第7留3月38 いす)1へ発表鰐
容
第8自8A48 fJlごと(H!15人のめし」必ずが4つ)によるポか H覧表{牒覧表)

担当者からのメ代ぺi:f卒菜親交j下も7ンケ斗調査やヂイIIR葉をする人(j:多いと患いますの
ヂイm~方について~~~(~考えましょう!

準(自力:必要なt)(1)など:筆記自具、電車
(本語郎成果)

3年次「卒業明支j において， 7 ンケザト;陪粁・-'.~1I腹部活法l拾い。ー方守;始年制生
活設学習指導要議改~1前めため、 fヂイ納税(数学 I )J をまt~ùl$.としていない年次であるむとめ

生母たちに分設や1~準語差、相臨自まで学習させたとと (i十分に意義がある。また、アンケH ト ~m査母

方出;叫

(精密的課題)

l祖母都合から数学的なJt良部理解t;~重点をおくごとになり、 ll~集したチ)同分析\.;~lJ:電車を:(j明
し7計草をさせた古 ~q聞があれば、 PC 禄i十1:) ブトを(拐した実~fiî習まで発おせたかった。同

時に授菜室を担当者が一人でI'~議したため、地教科と司教師á1な内容が薄(、 f数字 j 色が濃い丹容

となってしま)b 今， fjti コンピr予・栴1m器時i~mにより f'IMffiJ 団連続行ったり、地教科
料脱された実ヂイ明いたりするととも考えられる。

(併殺母覧表ポスト)

{舵j守るどいうとどを考える。 J

h トマ ~信託試誌と護持母理解~

関根: 計;~II樹齢室 1m当謀議(載14): ~t間iij(工菜)
誕何護:

議々な事丹や提言が誌を ~@tとない昨今、自ら町生活刊を守るた時的スキル凶講えを学ぶ。通り華
料審者、暴走する車、電車内部トうず)1/、不当な暴力やいじめ、さらは自燃をや戦争。撚Ta

りかかる制議;討し正しい知識で向き合うごとで自ら部生協iiし、人生ぬれ;する揺を島につり
ふ

第lOO14Al1日|全露ガイダンス(多目的室)

イントロダクション

ì~ 1~2oo15 月1281 r献につい哨程知識j
実習由

第30015月26日1r通り譲事件について考えるj
動II I実翻
第40016月刊 1 r擁護被害と対応の実強j

実習色

丹|第5自16月2381r護身方議定と護側岬j
実習母

語5回17月1381r試簡の本費出J&. r発表会lc向りての準時j
容B

翼活18，938 I発表会前日準舗

詰5国18月4日|発表会
担当者から司メ '¥1トデ:

異母諸島続教えます9やる車検る人n¥受講して(白い9
準識が!濯なも切など:

動きやすい!日装(:;ヤ Jジなど)、筆記眠

[格的成果]

本議ffim主t~ ~))gv\\J、虫館主力H寄付;つifて t.えるごと怜る。平和な時代(~(j:実惑が湯n\な

いが、宝きるというと切断時特守るごとである申そ功罪J点(~立ち返らな司れば、全て司学び(i空

であると考えている。

生詰t:'~，(1) 7 ンケ寸や護霊能め話想料、上~êにつifて混〈獄、感じていたとどが読み取れたむ

とれまであ.~i叩 •• {トジ炉支わり、 ùi*えや~tt宇líなど 8~:目的生き方や考え方暗雲院理解し‘日

需生活t~活かそ 7とする姿勢州えん荷~qt~武道という日本的障統文ftへ(1) J!躍が深まり、オ世寸スト

う円較弁枠学習酌q切)事前学習とiいfう意掛韓で、も?効悦i鳩果bがが1¥1見恥見
ま!た:、基本的な1持母進め方として課題解決に附たヂイスカヴション形式を取り入れたごとによ
り、そhぞれが活発な意見を出し合い、コミュニケペノゴンを通して考えを深められた:ども大きな最
早Fあったh
発表会NHlごとに←マを決めて発表したが、どめ誌も学習したとどを活かし、議出を議ちした発

表~'11) ととができた。

[本語齢課題)

~~盟á1な制約もあり電内容的tJt脱された臓でのõtとなったりまた覧表において泣単誌に学んだと
ι調べたとどだれな(‘自分たち明えや11動など、オザデリチ{'--mある内容になるとさらに
よかうたと患う申今後司指導的課題にしたい。

ウ

i
円
ノ
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9. 2学期の活動報告と言軒高

(1)講演について(生徒のレポートより)

〈幣俳:余争減剥糊榊長私蛸帥伶蜘蜘d品品酌恥伽?も恥恥和!~仰州附附Eη刑消?引怖i甘7
I I!子外'1トL問?民仲伊仰仰tド作仰川川t~')川川c汁刈晴哨つ汎吋制州i町悦f刊削;引(辞鱒静伽伽犠勧恥恥じ吋エj川:山刈刈刈岬b吋ザ桝仰柑州tザ忙尚附附(';'偽噺胤;是鮒料志鮒紙6払iむf;弘み よ付問づ引吋叩!持仰Eれ阿附司吋州印i汗川?りj峨

凶作ゅÎV， ~1 fJlI i 慨 ~gl員長1沖縄叫I'ø
~~'~'6 ï~~ 't(i 8 村 folLSi:HtJo1tU(l~~ 'lW( :U'(~ Pr Y'-'T 

ペ 'H~Ú'~:げ抑制~II~ω ~?b (桜 子持¥'1
1ルIrr Ii t L~r 

暴綿争誇郁もも梯諺i必じit?万~ /，1叫yけ)序?語併奇品~~， l ピ仇^li! ~ 解制私料許 1 .51t長は<~ふj
iれ1れ1い仙山~1μω川骨孔品t~伊~~Îí竹Îí 1t 山山し吋刷子引れl時同?卒吋{f尚;持8 

柄引1'(1:抗 11件d，.
Ifr，品¥Ð~ 1l q能特も;ね:'nfl'I;'._.m， ~，fl~~]1fI~ V\ J 
11骨1¥特許績予11時¥iC特L礎的tl(Cl叫し→制御世(1調N1t 

Æq~ l"nl'， 

~1 :1 'fl 印f.，\??! f~議 i主 ~;tllf- OtbTbllfI11¥ t( どキ指
令i 存 hl~*O件、:げら 11 ぞLh 的内税iれ澗:n"/f!守¥IJも
;炉11帥-'?与げf?lH$ 指名古(..告にし{吟除勧"VfLf:-.色

特色話料liit必片付，! fr"titTt¥'， f:;(!1.燃はtt'{丹波，T:1JZ'，
:宇和加で説得情げ， %tも弥~Hn ?~tt:: もり付"~<l 1
L 料 tt?~rr州¥¥，げ州制刊'，I，'p 官邸{宗寺 rCld~
;~(糾うも韓 á~Mb.1f tl'u't ff t， ~~h 7，¥'苦手;¥¥(，'[!t;，H iI 

問中?門誌も制~識者追向性

'~+I，'\)1竹 f4~'

h奇跡l10琳
~):r tβ('t 

I! ， '̂怜ゃIrt ~h?t117îなり
Q ， 8抗告\1問itïl 't~~.和明~ A ，~、首相!棉花哨約忌i

錦繍して(奪えたことを事ん起ことe蓄量)

内内ç~t~ 寝l~干す咋(.~津t.Lt~ 甘い'tflt写 (í¥ t lJt'恥2¥1
i臥す¥t.. :脅しそ~\\詩計約\\t中:私立村町内(，~ ¥{ 
i定解しい'r.I もれ小/l.J~b'"つれIJ'({t蜘i号併~ ~~ヲ
¥1な¥it.¥れ守トt¥占こに吉守、

1~1糾官官(~t か~~，t\ 私、セハ之、 l')1t'1 t ~ )f~;持れや

。。糟1:露する共霊童
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器1111.10

トマiト川うりの生撃を語ろう !j

E盤
‘トス 識を霞ぬるe

メモ

百戸間lsilf(れ色)
mニWt"K;Tぶ，幻LヂII~(.，分(うì'I{';'.引'J.:q/f'j d')~出雲手f主

， ~;''!l;~i (oI!l躍がるr~t:'(みややマ切β州市j

!川:林内外科 21f 口一J一孟U一う判岬 い山?凶ぷ作lωt守J4宇J佑?令志〉:♂1:汁升刈ワ竹川Wγηjう汁似fりJ川州も村イ1;tド!μベ吋叫{ι凶乙ヰ掛制A郁併bが約t討i川(7 μ 

J引匂引iトμバ州川史灯灯;1'治l'わ引，ツυ川〉戸:2.恥誌fì&~ì'川y

iドいhh1官おm?谷刊う訂:i崎s命隔崎j鴻糊晴噺輪簡鮎勧鉱桁→州匂匂ゆ号炉引t可t山 Lヌh泊中可匂哨哨叫ふふみ恥!似ロ主にυj 
干の議題町内

で~ピル ⑪ ハ?モグラ ( 

イ!?内;Hんん十 '--ノ号
令主コ71詰舗に終結な民税制¥? O~? 

fbV1僻料

乱与j孝弘同

j :シ
前、どデオに出てきたりニ111平方センチメ斗iしあたり{狩口動力があるれ

ム
ミ
タ

.---~ 

100民 20ぬと01ア上

事、法的叶I~泌総討議句諮えましょう.

江&;.1-'わ11210子

イトトパ919寸立総取り擦のすンゴ場予

寸ンゴ協議でも{りうザ)め織であるe dずitl，ρ;噂Qf

阜、

クロカンガ品r- 1/才ンパァト fλマニ7デピル ディンゴ

! ryOJj;ザト > 11~~" > 9P:1デピIl > '7rlγJ 

(2)校外学習委員会の活動

(ア)校外学習委員会構成

各クラスより 5'""-'6名

委員長 1名・副委員長3名(各係長)

しおり係9名・判交交流係9名・学習係4窄l

(イ)各係の活動日程表

しおり係 明交交流係 学習係

第一回校外学習委員会・係決め (6/12)

第二回校外学習委員会・オブ。ション予備調査入力

今後の流れの説iセレモニー・アク i事前学習の打ち

明 (10/10) ティビティの検 i合わせ (10/15)

会j-(10/15) I I~] 己紹介、ブ封宏・

内容の検討

部屋割り・パスj亙iセレモニー企画 i事前学新jの打ち

席・バディ決め i〆切り (10/19) I 合わせ (10/16)

(10/11 授知義I~\~Iの伴認

原稿作成 (10/19Iセレモニー企部iI事前学習の打ち

~1117) 審査 (10/22) 合わせ (10/23)

原稿提出〆切り iアクティピティ i事前学慢の打ち
(1118) のグループ決i合わせ (10/25)

め.I)"J~与の検討の I {g~rn VTRのと。ツ

進行 (10/25) クアップ。

校正・ページ害IJりiアクティピティ i事前学習 VTR視

(11/9) のリハの準{1mI聴 (10126)

(11/9) 紹介ppt、ワーク

シート作成

しおり製本iアクティビティ i事前学習の進行
(11110) のリハの進行I(11110) 

(11/10) 動物番組の視聴、

OPツアー紹介

しおり読み合わ i交流会リハ

せ (11/17) I (12/1) 

(写真しおり係の製本{懐)
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(ウ)i妙ト学習日程

平成L4年度自波大学鵬坂戸高等学校酬明日程表

月8 話事 時頭 予2

話ニタ-~t)~ 11:15 髄空港2ニターけん集合

12/4(大)
腕強 21:15 自国手誌を段、 ~'I7~^ト絞1=て銭ケ7ンズヘ

話芸欄7時間qO分(縦十i時間)

く接中;8>

ケ7ンズ 5:55 入軒誌を段、ジャブカイヘ

ジャブカイ内レストうン1=て朝食

1L15(水)
申~~~Il知研修~(th3tm-)

昼食i
以-tIーで買い輪

夕食It桁)~肉レストうン[給ピュ\'))ェ!

〈レイケスリゾートホT)~泊〉

ケ7ンズ 争遣問細罰的(thlWjY-)

験[

12/o(本)

夕食It制レストうン[中華料理]

専用車1=て祈jしヘ

くレイケスリゾートホT)~;8>

ケ7ンズ 争現地学!xcの交流会
交流協帥ertonState High School 

現地椀訪問し同世代の若者t鮫完全

!日(金)
昼食[7サ一トン識が用意l

ケ7ンズ車内、自期間接

夕食Itジャ7カイ[玲ピュッ)r]
専用車1=て相しヘ

くレイ?スリゾートホT)~;8>

ケ7ンズ ~:OO ケ7ンズ空港ヘ

12/~(土)
13:20 出自手続き段、シ'I， ~^9-綻1=て空路蜘へ

需要時期1時間自分(隠+1時間)

成田空港 20:00 封普段、入E手話を

まニタ-2t)~ 入齢、普段

食事 鍛jニュー

?議員

2@ 

報O

~:OP 

タO

報各自

~:OP 

タO

朝各自

自:学校

タO

話各自

E議内

タ議内
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(エ)校外学習委員のふりかえり

(12月20日言酵素、カッコ内は係名)

①図難を感じたこと

-交通機関のページを作る上で資料集めにすごく苦

労しました。調べれば調べるほどいろいろ出てき

てしまって何を載せたらし刈¥かわからず難しかっ

たです。(しおり) ・人前で発表するときは噛ん

でしまう(しおり) 指示がうまく通らなかった

こと(交流会) ・アンケートを打ち込むこと(交

流会)

-クラスで、の部屋決めやバディ決めを位方oったこと。
人前に立つことが無かったので、難しかつたで

(学習)

②成果や充実感をJ，~ じたこと

-しおりが完成したとき(しおり) ・みんながし

おりをみながら行動してくれたのが嬉しかったで、

す(しおり) ・実際に企画したもので向こうの

人が喜んでくれたこと(交流会) ・なんだかん

だでみんなが交流会の練習に参加してくれたこと

(交流会) ・自分は、 160人の前で発表するの

は初めてで、とても最もりは緊張してしまいました。

けど、みんなとやっていく内にやる気をもらい失

員女することなくできました。(学習) ・みんなが

真剣に、イ系で企画した発表を開いてくれたり、協

力してくれた時、充ヨヨ惑を味わいました(学習)

③委員会活動を通して学んだこと、今後に活かせる

こと

-期限を守ることの大切さ、クラスのメンバーをま

とめて決めごとをするときのリーダーシップ(し

おり) ・エクセルの使い方が少し上達しました。

(しおり) ・しおり作りで、個人の担当の場所や

ページなど色々と分担したり、計画を立てたりし

たこと。これは社会にでて使えそう。(しおり)

自分の意見をしっかり主張すること(交流会)

いろいろな人と協力して何か1つのことを決める

こと(交流会) ・責任をもって行動すること(交

流会) ・発表する時は事前準備をしっかりする

ということ(学習)

• 12i儲鄭芯変の対応力(委員長)

④今後の課題

・パソコンのタイピングとか 誰もがみペコす一いよう

なwordの作り方(しおり) ・もっと取捨選択



をきっちりし、比較的必要なことをしっかりまと

められるようにする(しおり) ・もう少し他人

を思いやる行動をしたいと忠った(交流会)

人の意見を開きキチンとまとめる(交流会)

もっとわかりやすく説明できるようにしたい(交

流会) ・集合が遅いこと(交流会) ・もっと

余硲をもって行動すること(学習)

(3) 13汐ト学習に関する刊匝アンケートより

(12月20自期j包)

(ア)交流会について

-楽しかった!でもいいたいことが伝わらないこと

が多くあり、もっとコミュニケーションをとりた

かった。

-思っていたのと全然違った

-すごく楽しい交流会になった!

-ジャパニーズアクティピティで「だるまさんころ

んだJをやった時はすご、くおもしろかった

-英語をききとるのが難しかったで寸一

-あまり相手側と意思lif*通をはかれなかったのが残
今

-英語があまりしゃべれなかったので、勉強していこ

うと思う

. (交流相手の)年が断れていたのが残念、

-生の英語をきけとても勉強になりました!

-現地の人たちは陽気で話しかけやすかった!

-英語が通じたときの喜びを味わうことができた。

英語をまなばないと、という焦りを感じた。

(イ)学習全体を通して(自的の達j均支)

(1ヨ標1)他国の人と英語を用いてコミュニケーシ

ョンすることを通して、日本とは異なる文化への

理解を深め、互いを尊重しあう動支を養う

(目標2)豊かな自然に角蚊も、環境問題に対する意

識・関心の向上を図り、自ら問題解決に取り組む

安勢を養う

(目標3) 自分のi菊心ある分野に関して、ク守口一バ

ノレな視野を養う

-英語をもっと活用できるようにしたいとJE{った

.アボリジニの締りがすご、かったで、す

-この大変きれいな海をなくしたくなし¥地球

温媛化を少しでもおさえたいと思うようになっ

た

-思っていたほど英語などに溜梓を深めることが

出来なかった

-あまり行く前からの変化はないように思う

-朝交の英語の勉強はそれなりに役立っと思iった

・楽しかった、というJ樹忠だけでなく、考え方の

理解や日本と海外の文化などたくさん学べたと

思った

-もっと呉国の人とコミュニケーションをとりた

し¥と思えた

・交流会についてはもう少し計画を立てるべきだ

と思っ7こ

-外国に行って日本のよさが分かった。 iヨ本のこ

とも外国のことも組拍手を深めたいと思った

-英認のリスニングと質1=1丹と))~~~答をもっと勉強す

るべきだ、った(文法)

-今までより自分の視野がすごく広がったと思う

のでよかった

・日本とは違う生態系・環境をみられてよかった

.オーストラリアが自然が豊かなのは分かったけ'

ど、なぜこんなに豊かなのか、など全体で学官

できるi時間があっても良かったと思う

'I~II際交流の大切さをJJlった

-英語-に少し自信がもてた

-ただの旅行にならず、学習で、きてよかった

-自分は海外の事よりもまず自国のことから知る

べきだ

-もっと向こうにいたかった。 4日じゃたりない

・び、っくりするくらし1日本語しか使わなかった

-価値観の違いにとまどったが視野を広げるいい

4幾会だ、ったと思う

-たくさんの人に話しかけることができて、私的

に自的は達成できたと思う!

・グリーン島で汚物を流さないということを矢口り

ました

-衛生面、治安、 i微などを通し、日本のすばらし

さに気づかされた

(4 )初ト学習のまとめ

今年度の校外学習は、 51ヨi習の日程(平成24年12月

41ヨ"-'8日)でオーストラリアのクイーンズランド州ケ

アンズを訪れた。ケアンズは日本から一番近い北の玄関

口であると同時に、世界最古の熱帯雨林とグレートバリ

アリーフという 2つの世界遺産を有する魅力的な都市で

ある。アボリジニの文化を色濃く残す-:t出或もあることか

ら、校外学習の目的である異文化保験、環境問題に対す
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る意識関心の向上には最適な場所で、あり、生徒は各自が

遡宍したオプショナノレツアーを通して理解を深めること

ができたと考える。そうした個人ごとの1楠実に加え、今

回の校外学習ではアサートン高校との朝交交流会を戴包

した。英語を用いて直接コミュニケーションを図ること

でより深く異文化を溜泊卒し、またそのやりとりの中から

自分自身や自本についても新たな発見を得て、互いを尊

重しあう視点を持てるようになることが狙いである。こ

のような朝交同士が独自のプログ、ラム~こ従って交流をは

かる保験は、他人j旅行ではできなし、また、一度に大勢

の同年代の外国人と保験を共有することも、 t料交行事だ

からこそできる{ね験である。今回の校外学習では、この

プログラムをijill]に内容を組み立てた。

また、 もう一つの大きな4車斡i油申は総合係を中J心心とした生徒

による事前活E窃動封訪Jで

名)計計鳴2お3名の総合係が、委員長1名を筆頭にしおり係・

学習係・交流会係の3つの仰を分担、校外学習全般に

波ーって陰になり日向になり活躍をした。自ら主体的に参

加する姿勢を養うには、ヰ割)請段階から責任を持たせ生徒

主導の活動を取り入れることが必要である。また、そう

して生徒が前に立ち率先して防ト学習に関わる姿を見る

ことで、係でなし吐三徒もまた主体的な意識を持つことが

できるようになると考える。

しおり係9名は、 4妙ト学習中つねにJ刻字するしおりに

必要な情報は何かを話しあうことから始め、項目選びか

ら執筆、校正、製本に至るまで、全てを行った。仕上がっ

たしおりは総ページ数が60ページにもなったことから、

製オ亡する頃には悲鳴が間こえてきたが、その後しおりが

活用され、それを頼りに皆が動く様子に大きな達成J惑を

得たようである。

学習係はもっとも人数の少ない4!(:lで十持j戎された係だ

が、事前学習として教員が用意した詰完吉以外に必要なこ

とは何かを検討、独自の視点でオーストラリアを紹介す

る授業を組み立て、全生徒へ向けて一斉講義(動物番組

の視)1恋とワークシート併戎 パワーポイントファイノレを

)=1=]し1たオブ。ショナノレツアーの紹介)を行ったO まとまっ

た時間大勢の前で話をすることの難しさもあっただ、ろう

が、飽きさせなしサj号成で教員が必要と思う知識や情報で

は足りなし¥部分を生徒自ら補う併IJを果たし、事前学習

の充実に貢献した。

交流会イ係系は94窄名Fろiでで、
あり不社和1:口:1気あいあいと活弱動jしていた。普段の学校生活で、は

生徒の前に立ち、話し合いを進めたり指示をしたりする

ことは不'1葉れな生徒が多かったが、交流会の成功は自分

たちの手にかかっていることに責任を感じ、積極的に活

動できていた。交流会当日は表に出ることはなかったが、

縁の下の力持ちとして責任を持ち行動することができた

ようである。

当部首の日々を振り返ると 5日間は何と短いものかと感

じるが、その5日間を思い起こすと密度の濃さに驚かさ

れる。それは当時請にかけた全てが5日間に凝縮されてい

ることの託なのだろうと思うと共に、生徒にはその当劫蓄

を超えた向かを1妙ト学習から得ていて欲しいと考える。

今回、校外学習中にフォトエッセイ()111如)としづ課題

を出した。自分のJ~二iで、最も印象に残ったものを写真と) 11 

iDIJ (もしくは言寺)で紹介するというものである。 j司じ場

所で同じi時間を過ごしていた生徒がとらえた一瞬はそれ

ぞれ異なり、そこに校外学習で生徒が得たもう一つの意

義がき!枕していると考える。

赤レンガ異国の道で』ハイチーズ!

影が伸びてく ケアンズのIHT

(写真.) IliDllとも生徒)

1 O.総合学割研究大会で、の公開授業

( 1 )内容

本i交主催の総合判当研究大会で2年次の総合的な学習

の11寺間に関する公開授業を実方包場所は多呂的室。羽市

170 メL椅子50設置)舞台・照明を簡易設営し、下記の

耐もで効包廊下通路窓には校外学習の振り返り出作J~た

したフォト)11杉11160人分とオーストラリア校外学習の写

真を展示。
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① 1学期の学習(代表1講座の発表)・・・15分

② 4必伴習報告(ち林学習委員会) 2/21 (木)研駄錦 ストリ」ボード(紛博謀部分)

フォト)11相nf憂秀者表彰---20分 一一( ，ー回---ー『司

③ プレ卒業研究・・・10分 発表者 発 表 内 -合 援示資料 援器操作

④ 質疑)芯答 5分 (計50分)
。サ 1:¥11学習委員の発表 pp : (i) PC 

2/21 (木)砺むた会用 ストI)~ポ」ド (ブロジェクトワ」ク露 15分) (大島)

lサ 松選 委員長の言葉(兼百会) ① 

間… 合-

合的な学習の時間発表 PP 

BGM (大島)

ウι~)与j ー校外学習概要 争@

-校タi学習委員組縫の説明 @@ 
岳写真のみ

総合(系の仕事の説明

3分 戸田 交しおり係 。
+話会[ごれより総合的な学習"，，'J -祉事内容紹介 告母

eす騨(詩編)

l令 小山田

-みどごろ紹介 。。

.成，，-，，ヰJU5抗 母

5分 中野 古学習係 @ 

2会ー 持丹 (i~業内容と進め方~;=ついて) I PP I PC -仕事内容紹介 争

-事語学習会 母母⑪事

3分 伊藤 授業実設そ的i I PP ー課題集め 事

-まとめ 9 

4分 伊;~.量増 授業実設その2 I PP 
7サ 戸臼 交交流会保

5 ノす¥ t野ー山中 [各~)lw発表)
-アサ~l、ン高校紹介

-スケジ:1.~}lノ紹介
官接選・大 rt~JIIスト日カピ事件j について I PP • f~造紙 ‘事前準備について
山

ら分|土産 開|内政j色で患を守川J~;ケ川
ー当自の諸子

‘威}I.:.;.刻JUEA 

. *ù~. 高

通 11サ 松薄 OP件験報告者紹介

7分1'1岨被 {名古屋連続透明議議事件jについて Ipp髄紙

内・冨田 のレポ日i、

時|鰍判| fJ li~~暴行事件j について時レポピト Ipp，瞳造紙

12分 サ~tテヰィ\>ム" ファ ~-1'..7 テイ体験報告 pp 

写真のみ

13分 寄山浮、国 市内自由~t軍備員報告 PP 
-大島

時 I.. N本 {情強盗事件についてj仁川の!pp脚
写真部み

14分 1~淳 終わりの按拶

レポート

10 I渋昔 授業を通して学んだこと。 IPP 15分 竹内 }rm~の入選者発表 (16 名) pp 

i1崎 ー設当者は訴に並び作品を見せる 読み上げる際

11 I矢鵠 授業を通して学んだこと岱 IPP 
A:内a.高島 e中}rト増井 に作品表示

B:大岩・田W，%. f者本 e山田

C:遠藤・高瀬・護国'新井
12 1高達 授業を還して学んだごと争 IPP D : J¥尋争自中ー長針1・向井

，作品読み上げ(ij崎)

13 I壊数 ij業を通して学んだとと(長 IPP -入選者に畏品贈呈 m内)
-投票方法説明 (i1鵠)

14 I全員 持1](樹高) I PP 2日分 終了
、一、 、 、一 ， 

按務争終了!
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2/21 (木)耳段大会用 ストーリーボード (卒研支援露 1扮)

両%~:w 発 表 内 t年

1 0 「国際的説野に立った卒業研究支援プロ

分 高山 グラムj成果発表

~日・独の英語教官について~

一、

1 1.卒業研郷響想発表会

( 1. ) 目的

同函R
pptスライド PC播助

(24枚詔度) 2A大島

ー ノ

31:1三次の「卒潟明究jの導入として卒業研矧祥想発表

会を知迩。 Iヨ的は①進捗状況の硝認②テーマの絞り込み

③春休みの熟題を自分で考える④計画を立てる⑤進路実

現とともに考える⑤発表内容によって担当教員が決まる

事と発表要旨、発表用パワーポイント(スライドは4枚

以上で¥・研究の9iJJ1幾 .ii31ヲE目的・研究方法・研究計画・

参考文献を記す)を削ミえすることとした。

(2)発表の仕方

科目群毎2会場で一人3分発表出演疑で潟j包担当

者は次年度ヰ喋研究担当者におj版し¥した。生徒には発表

を開いてコメント用紙にコメント・質問ヰ羽毛を言CJ¥させ

た。この段階で、テーマがしっかりと決まっている生徒は

ま1泣かないが、構想発表会を過してテーマを絞り、半年

間の研究計DNを考えさせるきっかけとしては時期として

も内容としても有効な発表会で、ある。

1. 2.成果と課題

( 1. )成果

iヨ様である「協伺IjI~に取り組む態度を育てるj につい

ての成果を中心に記してみたい。

]学期のブ。iコジェクトワークは各市南主の取り組み内容

が違うので、週 1度の担当者の情報具守写会で活動は報告

されたが、各講座の仁j二iで共同作業や協同的に調べ学習を

していたとしづ事例が多数あったD また成果発表会($~

i1LI二~!犬更新誌習H寺)は各講座から 2'"'-'3 の代表クοループ。が

発表としづ形態だ、ったため、選ばれなかったグループ。は

代表グノレーブ。のサポートにまわるという役巨iりで、あっ1こO

しかし、生徒の自分の請庄の代表グルーフ。を支援すると

いうそチベーションは高く、選ばれなかったというネガ

ティブ、な関わり方でなしに、多数が支援をポジティブに

捉え、ア。レゼンへの有効なアドバイスや発表用小道具の

作製、発表会場のレイアウトなどを積極的に行う場面が

多く見られた。

2学期のガ砂川妙ト学習を中心とした活動におし¥ては、

生徒の委員会を核に計画・学習・準備をおこなった(詳

しくは前章を参照)。このことにより、仲間の生徒が「学

年集会でオーストラリアについて発表しているJr遅くま

で、残って莱の原稿を作っているj としづ活動が、校外学

習への意欲に波及し、相手校との「交流会の時は、みん

なで盛り上げようj等、自分たちのi現われるところから

協力しようとしづ雰囲気が科三全体に広がることに繋が

ったことは、大きな成果で、ある。例えば交流会H寺のオ寸交

からの出し物としてタοンスの発表があったが、それを盛

り上げようと他の生徒遠が応援団を組み応援の練習し、

当日には交流先の生徒達を巻き込むほどのたいそうな盛

り上がりとなり、「こんなにエキサイトしたのは初め

て!Jと交流先の生徒教員達に好印象を与えたことなど

である。以上のように、riおi奇的に取り組む動支を育てるj

という自擦に文せする成果はイ一分あがったとし¥える。

このような成果は、生徒遠の意欲に裏打ちされている

ものであるが、それを仕掛けるのは我々教員で、ある。本

年度の「総合学習のH寺開j の目標を吟味し、達j~えさせる

ために指導案を練り期j包した。そして毎回の授業後(年

次会などで)他の担当者と情報共有し、互いに成功した

事例、失敗した事{例ヂ列4を忌J揮無く話すとし1づう教員関の関{係系

がj肝;子日汗二7子F要で

自標はそのまま 「稀京総念合!的~I均!均句な学習のi時1埼寺照J 担当教員の自標

ともなる。生徒同様我々教員の自標も十分達成できたと

言える。有り難し¥ことに、オ寸交の学年一回は非常に上手く

機能している。これは、自分の担当する生徒・クラスと

いう意識ではなく、判羽生徒全てを担当し、学校の生

徒全員を担当、指導しているとしづ意識が総合判ヰ高校

に強し 1ためと思われる。この基盤は1年次の必履修科毘

である「産業社会と人間JrキャリアデザインJそして2
年次の「総合的な学習の時間J、31:1三次の「卒業研究Jを

担当することにより培われているといってよいであろう。

それらにはそれぞれ専門の教科十旦当者がし¥るわけではな

く、横的?的な科目であり「協同的に取り組むj事をしな

ければならなし¥科目である。それゆえ互いの成果・5疑室

を謙虚にj叫可しながら蓄穣し、同じ方向を見定めて、そ

れぞれの知恵と館設を出し合川受業に取り組むという姿

勢が教員|習の信頼に満ちた関係を作り出している大きな

理由となっている。また日戸i三度、本学年を中心に開発し

た科目「キャリアデザインj を立ち上げるために、討託子
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多読呉し検証をした成果が、本年度の「総合的な学習の時

間Jの展開に有為に{動いていることは言うまでもない。

(2)誌題

「はじめにJに記したように、 2年次の「総合的な学

習の時間j が l~三次「産業社会と人間J rキャリアデザイ
ンム 3年次の「卒業研究jを繋ぐものとして、リニュー

アノレされたのは昨年度からで、ある。課題としては、 1年

次で身につけた「ベ一一スJをどこまで、スキノレアップ。で、き

たかとし¥う点や昨年度1特!Jj2学期を使って期復された

プロジェクトワークを今年度は1学期のみで期j包した点、

海外佼外学習の事前事後学習と国際教育・キャリア教育

との関連をどのようにはかっていくか、以前本|交で関発

した科目「産業理解Jr起業基礎Jのマインドの継承はど
うなっているか、プレ石弓嗣iJf究などを如何に展開し、効

果的に総合判ヰでの学びの集大成として3年次「卒業7ijf

究Jに繋げていくか等、多く千明王する。試みと課題を検

証しながら来年度、再来年度の「総合的な学習のIJ寺11~JJ

をより有効にするためには、まずは教員の自己研績と「協

{動JするJL中毒えと実践が大切であろう。ちなみに2年次

の入学当初からの学年一の合言葉は「みんなイ11~良く P自分

を変えて、世界を変えてP和気あいあしリである。和気

藷々と「自分を変えてJし¥くのは実は我々教員からであ

ろう。

[参考皿引用文献〕

@ 内外教育編集部(編)(2011) ~筑波大附属の実践』

IJ寺苦手通{言担:

@ 筑波大学附属坂戸高等学校(編)(2012) ~新時代の

総合今等~J 学事出版

筑波大学~付属坂戸高等学校 (2012) 研究紀要第49集

f平成23年度「産業社会と人間J実践報告j・「平成

23年度「キャリアデザインJ実践報告j・r2年次総合

的な学習の待問「フ。ロジェクトワークj活動報告J

@ 筑波大学附属坂戸高等学校(2011)研究紀要第48集

r r産業社会と人間J• r産業理解J実践報告j

@ 服部次郎(編)(2004) ~産業社会と人間実践の手引

き』学事出版

@ 文部科学省(2009)r高等学校学習指導要領総員Ij編j
@ 中教審(2011)r今後の学校におけるキャリア教育・

職業教育の在り方についてJ(答申)

中教審(1993)r高等学校教育の改革の推進につい

て(第四次報告)-総合学科について-J
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{資料1]筑波大学附属学校教育局フ。ロジェクト研究4の調査結果

-坂戸高校における 1回目調査と 2回目調査の差異
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i第2図研究会資料坂戸高校における1西宮識査と2由自調査の差異

1.異文化理解“自国文化理解(1回呂 :α=.85/2回呂 :α=.84)

R 1 外麗人とiまあまり話したくない
2 いろいろな留の人たちと知り合いになるのは楽しい
3 多くの外国人と友達になりたいと思う

4 出身留によって待遇に差があってもやむをえないと思う

5 貧しい国の人ならば、意見が軽視されることがあってもやむをえない

6 ある民族がほかの民族よりも劣っていると絶対に考えてはいけないと思う
7 外国で起きたいくつかの歴史的事件について詳しく説明できる

R 8世界の三大宗教の特色を説明できない

9 外国で信仰されている宗教をいくつか挙げることができる

10毘本の伝統的警鐘を説明できる
11 日本はすばらしい国だと思う
12日本人であることを誇りに思う
13海外に行ったら、地元の人の習慣に触れたいと思う

R 14外国の伝統文化を紹介するような番組は見なし1ほうである

15世界にどのような宗教があるか知りたい

鶴 16日本独自の文也や撞史をもっと知りたい
犠打日本の独特な鷲壌を大事!こしたい

R 18国の文化を理解したいとは思わない

19異なる文化に触れることは、興味深い体験だと患う
20各国に見られる独自の習'慣を尊重したい
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n.コミュニケーション能力/外国語の能力(1回目α=.76/2回目α=.74)
1 英語などの外国語で警かれた新聞や雑誌が読める

2 自分の奮いたいことを英語などの外国語で表現できる

3 外国人から英語などで話しかけられたとき、答えることができない

4 外国語で撃かれた新関や雑誌に関心がない

5今後、外国語検定(英検・{ム検・TOEFレTOEICなど)を受験しようとは思わない
6 今後、さまざまな国の言語を学ぶ気はない

7 自分の意見をきちんと主張できる
81也人の意見を聞ける
9 自分の考えと異なる人に対して、自分の意見を言える
10他人の意見と自分の意見の相違がわかる
11相手の気持ちを理解しようとする
12言葉を交わさなくても相手の気持ちが分かる
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m.地者との共同での問題解決能力(1回目α=.79/2回目α=.86) 1@f]の手均二t::sρ
1 地球温暖化を防止するために、二酸化炭素などの排出を抑える努力をしていきたい 3.45 :t: 1.08 
R 2.世界平和の維持に関心がない 3.57 土1.10

3 廃棄物による土壌.71<..大気の汚染状況について知りたい 3.01 土 1.17

4 世界の自然を守るために活動している機関を支議したい 3.29 土1..06
5 第三世界の子どもたちが教育の機会に恵まれるように支援していきたい 3.48 :t 1.08 
6 図ったときに話し合って、アイディアを出そうと思う 3.64 土 .93

7 自分と意見や文化の背畿が異なる人と協力できる 3.49 土 .83
8 様々な盟難な場面で自分に出来ることと出来ないことを考える 3.78 土 .79
9 自分の思い通りにならないことでも問題を解決するために納得できる 3.59 土 .84
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N.海外・国線的交流への積極性(1回目α二 84/2回目=.81) 

欝 1 海外へまた行きたい
輪 2 将来、結婚穏手として日本人以外の圏の人を選ぶことがある
欝 3 将来、両横として外国人と仕事をしたい
構 4 外題人{ま、自分の留に誇りを持っている
鶴 5 英語以外の外国語を学びたい
鶴 6 同年齢の外国人が話せる程度iこ自分も英語を話せるようになりたい
@ 7 海外経験を経て、日本にいる外国人に話しかけやすくなった

Nの合計得点 く

注1)全ての項自の得点範囲は， 1 点(あてはまらない)~5点(あてはまる)
注2)Rは逆転項目。得点の計算時に逆転処理済(1-<5、2-4、4→2、5→1)
注3)織は元尺度にはなく、独自に追加された項目
注4)0係数質問紙の信頼性を測定する指標の1つ。 75以上が望ましい。
注5)30は標準偏差の意
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[資料2] 「総合的な学習の時間j係生徒のJ樹忠

「総合的学習の1I村山係生徒の感想

※ 「身を護るjについての発表を研究大会でやるときいたときは正直ずし、ぶんi誌にやったことだからあんまり党えて

ないのになあ、と思いました。発表の準備では寸劇の前にはさむ太鼓の背は、あった方がfui自くなるけどそうする

と 15分以上かかってしまうということで、そのぶん発表原稿を削ったりして結局liiJ1Iの発表リハーサノレまで話し

合いました。また、この発表で自分たちの調べていた事件(すき家強盗について)をもう~--J3[ g;~ il:(すきっかけになり、

現在はどうなっているかなどを知ることができました。(女子)

※ 自分は研究大会で発表など大きな仕事はなく、前日準備と片付けだけだったけど、 ーつひとつの仕事をやり遂け。ら

れたのは、自分にとっては、大きな成長になったのではないかと思います。ただ、今後は今1E1みたいに、一つひとつ

の仕事をこなす事も大切だが、大きな仕事、また大きな役割になったときに、今lul"y:んだことを忘れず、 Itかして

いけたらいいと思います。 3年次、またそれ以降の人生を歩んでいく上で、今Inlの経験はとても為になりました。

ありがとうごぎいました。(男子)

※ 今年初めて総合学習係をやってみて、いろいろ学ぶものがあったと忠います。{IlTil改総合学科委以になったと聞かれ

れば、実際それは自分がなりたかった係りになれなかったからですが、今となって考えてみると、失敗ではなかっ

たのではないかと感じています。係りの集まりによって、あまり話さなし、人との交流が11てまれるし、 l(rI倒くさし吋〉

のをみんなで、やるというのは、友情を育む上で、の貴重な体験だ、った思います。~{:l工II¥J、総合学科係をやってみてい

ろいろ楽しかったです。(男子)

※ 私は、研究大会当日まで、ずっと発表するのが嫌でした。私だけ発表i昨日nが4分IIIJとすごく民く、なかなか発火す
る内容が思いつかず大変で、した。初、は、学校交流係委員長として研究大会に*てドさった)jたちに交流会のことが

伝わるように頑張って発表したつもりですが、発表でも言ったようにあまりjiZをするのが何τ怠ではないので、しっ

かりと伝わったかどうかが心配でしたが、先生方に|よかったよJとパーわれたので、すごく安心しました。オミ1こ、

このような機会があったら、もっとしっかりと発表できるようにj改挺りたいです。(リj{-)

※ 自分は今回の研究大会の校外学習の発表で、ファームステイ代表として発去させていただきました。逃ばれたとき

は、 「なんで自分なんだよ一、やりたくないなーJと思っていました。しかし、発去が近づくにつれて iせっかく

の機会だから、いい経験にしようけと思い、前向きな気持ちでi読みました。発表 I~l 体は、 13 分なりになかなかよ

くできたと思うので、良かったです。片付けについては、みんなで、協力してできたのでとてもスムーズにできたと思

います。これはとってもいいことだと思うので、いいことは続けて惑し、ところは改善していきたいと思います。(男

※ 今回の研究大会を通して自分が患ったことは、自分たちが今まで、やってきたことをまとめて無事に来賓の方やみん

なに伝えることができて良かったということです。校外学習前の最初にみんなにしおりを披露し、配ったときに自

分は「しおり係は大変だ、ったj と言っていましたが、そのときは具体的には伝えられなかったので、今回この大変

さをさらに詳しく伝えられて満足しました。他の係の人達も頑張っていましたが、やっぱりしおり係が一番「とて

もよくがんばったで賞!! J (男子)

※ 今年の研究大会では自分も出さしてもらい良い経験になりました。初めはとても出たくなく、学校をさぼろうとし

ました。しかし、演技の練習を遅くまでやり何としても研究大会を成功したいと思う気持ちが強くなってきました。

本番当日はとても緊張しましたが、「練習通りにやればいし、Jという先生のあったかい言葉を貰い無事演技をやり

きることができました。とても人前に出るのが得意で、はありませんが、これからはこの経験を活かして普段の生活

や卒業研究などの残り少ない筑坂での学校生活を送りたいと思います。 j寝後にこのような自分を成長できる場ーをく

れた先生方、一緒に手伝ってくれた方々に感加の言葉を送りたいと思います。ありがとうございました。(男子)

※ 研究大会では、準備から当日の発表まで、パソコン操作をずっとやっていて、最初は「退屈そう j とか思っていたけー

れど「一学期の総合学習の時間Jr校外学習係Jrプレ卒:fiJfJそれぞれの発表を開いて発表の仕方や見やすいスライ

ドについて学ぶことができました。これから先卒研の発表なとJで、パワーポイントを使うことがあるのでその際に良

い発表をできるよう今回学んだ、ことを活かしていきたいです。(男子)

※ 一番良かったなと思うことは、総合係として研究大会や校外学習に携われたことです。 研究大会はこんな
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「総合的学習の時間J係生徒の感想、

※ f身を護るJについての発表を研究大会でやるときいたときは正産ずいぶん前にやったことだからあんまり覚えて

ないのになあ、と思いました。発表の準備では寸劇の前にはさむ太鼓の音は、あった方が面白くなるけどそうする

と 15分以上かかってしまうということで、そのぶん発表原稿を高IJったりして結局前日の発表リハーサノレまで話し

合いました。また、この発表で自分たちの調べていた事件(すき家強盗について)をもう一度見直すきっかけになり、

現在はどうなっているかなどを知ることができました。(女子)

※ 自分は研究大会で発表など大きな仕事はなく、前日準備と片付けだけだ、ったけど、一つひとつの仕事をやり遂げら

れたのは、自分にとっては、大きな成長になったのではないかと思います。ただ今後は今回みたいに、一つひとつ

の仕事をこなす事も大切だが、大きな仕事、また大きな役割になったときに、今回学んだことを忘れず、生かして

いけたらいいと思います。 3年次、またそれ以降の人生を歩んで、いく上で、今回の経験はとても為になりました。

ありがとうございました。(男子)

※ 今年初めて総合学習係をやってみて、いろいろ学ぶものがあったと思います。何故総合学習委員になったと聞かれ

れば、実際それは自分がなりたかった係りになれなかったからですが、今となって考えてみると、失敗で、はなかっ

たのではなし、かと感じています。係りの集まりによって、あまり話さない人との交流が生まれるし、面倒くさいも

のをみんなでやるというのは、友情を育む上で、の貴重な体験だ、った思います。一年間、総合学習係をやってみてい

ろいろ楽しかったです。(男子)

※ 私は、研究大会当日まで、ずっと発表するのが嫌でした。私だけ発表Il寺17丹が 4分間とすごく長く、なかなか発表す

る内容が思いつかず大変でした。私は、学校交流係委員長として研究大会に来て下さった方たちに交流会のことが

伝わるように頑張って発表したつもりですが、発表でも言ったようにあまり話をするのが得意ではないので、しっ

かりと伝わったかどうかが心配でしたが、先生方に「よかったよj と言われたので、すごく安心しました。また、

このような機会があったら、もっとしっかりと発表できるように頑張りたいです。(男子)

※ I~I 分は今回の研究大会の校外学習の発表で、ファームステイ代表として発表させていただきました。選ばれたとき

は、 fなんで、自分なんだよ一、やりたくないな-J と思っていました。しかし、発表が近づくにつれて fせっかく

の機会だから、いい経験にしようけと思い、前向きな気持ちで臨みました。発表自体は、自分なりになかなかよ

くできたと思うので、良かったです。片付けについては、みんなで、協力してでで、きたのでで、とてもスム一ズズ、にでで、きたとj

います。これはとつてもいいことだだ、とJ思忍うのでで、、いいことは続け-て悪いところは改善していきたいと思います。(男

子)

※ 今回の研究大会を過して自分が思ったことは、自分たちが今まで、やってきたことをまとめて無事に来賓の方やみん

なに伝えることができて良かったということです。校外学習前の最初にみんなにしおりを披露し、配ったときに自

分は fしおり係は大変だったJと言っていましたが、そのときは具体的には伝えられなかったので、今田この大変

さをさらに詳しく伝えられて満足しました。他の係の人達も願張っていましたが、やっぱりしおり係がー番 fとて

もよくがんばったで負:! ! J (男子)

※ 今年の研究大会で、は自分も出さしてもらい良い経験になりました。初めはとても出たくなく、学校をさぼろうとし

ました。しかし、演技の練習を遅くまでやり何としても研究大会を成功したいと思う気持ちが強くなってきました。

本番当日はとても緊張しましたが、 i練習通りにやればいしリという先生のあったかい言葉を貰い無事演技をやり

きることができました。とても人前に出るのが得意で、はありませんが、これからはこの経験を活かして普段の生活

や卒業研究などの残り少ない筑肢での学校生活を送りたいと思います。最後にこのような自分を成長できる場をく

れた先生方、一緒に手伝ってくれた方々に感謝の言葉を送りたいと思います。ありがとうございました。(男子)

※ 研究大会では、準備から当日の発表までパソコン操作をずっとやっていて、最初は「退屈そう j とか思っていたけ

れど「一学期!の総合学習の11寺IM'JJr校外学習係Jrフ。レ卒1iJFJそれぞれの発表を!?品いて発表の仕方や見やすいスライ

ドについて学ぶことができました。これから先卒研の発表など、で、パワーポイントを使うことがあるのでその際に良

い発表をできるよう今回学んだことを活かしていきたいです。(男子)

※ 一番良かったなと思うことは、総合係として研究大会や校外学習に携われたことです。研究大会はこんなに多くの

人I1nが準備をしているんだ、なーとか、校外学習のしおりにもこ

口
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